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トノレーブ検査IIで測2さしたストループ・逆ストノレ…ブ千接持特事実
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マッチング反応をと利用寸ることでストル…プぁ i議ストループ干渉由比較が可能である新ストループ検

おを活いs 議題条件，発途・加齢，翠動が寓干渉に及iまず影響を明らかにしたものである。研究1では，課題

議鰭j額芹会らびにEf.J;蕗様式を操作した爽殺を行し＼畿鰻謀総嬢浮によるストループ.:i.強スト

なく，＆f.年謹式に錯しては，際競技応ではストル…ブヂ捗のみがさ友慈し，マッチン

定立することを明らかにした。探究ゑでは，年齢が 7殺から部議までの 2,146名

撞 L，ストループ子惨と逆ストループ子捗が糞なる生続発達変化パタ｝ン

ト

とを草怒らかに に， n本

語を母語とし特別な英替語学欝経験のない祭験参議容に茶器販ならびに日 トル…プ按窓口 し，雷

諾饗熟Z支持怒し いお本語議よりも商干渉率が高いことを示した。さらに高齢者水晶体

疑甑メガネ舎利用し，食産党｛誌下iこイ学いストル…プ室逆ストノレ…プ子渉ともに干渉喜和が増大することを明らかにしたa

と意義党議ど操作した実験から，新ストループ桧至宝滋においてを主党あるいは言語情報のいγれかの処理が器

ると鍔チ捗率が増恕することそ明らかにしたa 事究3でi主要設しい意義識であるラクピ…を行った群と続権j条件

である牒学構議受講群に対して媛動等実雄前聾に新ストル…プ検蕊立会築総し，激しい連融がストノレ…プニ子捗のみ

を様少させる可能性を示したe 上誌で示したように，本論文は，新ストループ検査日における課題条件，発途・

加齢，運動が荷干渉に与える影響を欝絡に顎らかにしており， もたらし委学開発

る訴究である。よって，本議文は博士｛心理学）の学伎に｛寵するものと総める。


